
船舶事故等調査報告書 

                                    平成２４年９月２７日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１２神第５９号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２３年９月２１日 ０７時３０分ごろ 

発生場所 石川県金沢市金沢港おおの大橋北東方沖 

金沢港大野波除堤灯台から真方位１１３°３７０ｍ付近 

（概位 北緯３６°３７.２′ 東経１３６°３６.４′） 

事故等調査の経過  平成２４年５月３１日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

油タンカー 中栄
なかえい

丸、２,５５７トン 

 １３６１６３、中栄マリン株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長、三級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 シューピースに擦過傷 

 事故等の経過 

 

 本船は、船長ほか１０人が乗り組み、空船で船首約２.５０ｍ、船尾約

４.５０ｍの喫水により、金沢港石油岸壁への着岸作業中、投綱が切れて

係船用ロープが取れなかったので、着岸をやり直すために同岸壁沖におい

て、約３.０ノットの速力で左旋回していたところ、平成２３年９月２１

日０７時３０分ごろ金沢港おおの大橋北東方沖の浅所に乗り揚げた。 

 気象・海象 気象：天気 雨、風向 北東、風力 ３、視界 良好 

海象：潮汐 下げ潮の初期 

 その他の事項  船長は、本事故発生場所付近の航行経験が約１０回あり、浅所があるこ

とは知っていた。 

 石油岸壁と対岸との距離は約３５０ｍあり、中央部は掘り下げ済みであ

ったが、対岸付近は約１～３ｍの浅所（底質砂）となっていた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

 本船は、金沢港石油岸壁への着岸をやり直すた

めに同岸壁沖で左旋回中、船長が操船を適切に行

わなかったことから、金沢港おおの大橋北東方沖

の浅所に接近し、同浅所に乗り揚げたものと考え

られる。 

原因  本事故は、本船が、金沢港石油岸壁沖で左旋回中、船長が操船を適切に

行わなかったため、金沢港おおの大橋北東方沖の浅所に接近し、同浅所に

乗り揚げたことにより発生したものと考えられる。  

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考えられ

る。 

 ・海域の可航範囲や本船の旋回径を考慮して適切な旋回を行うこと。 

 




